
抄録作成要項 

研究報告の場合【目的】【材料および方法】【結果】【結論】を 

症例報告の場合【緒言】【症例と経過】【結語】に準ずる形式で記載してください。 

 

また、日本口腔外科学会雑誌投稿規定、用字用語例および患者プライバシー保護に関する指

針、厚生労働省の臨床研究に関する倫理指針を遵守してください。 

 

注意事項 

＊タイトルは内容がひと目で把握できるように、具体的なものにしてください。 

＊タイトルに病院名、学校名、商品名等の固有名詞（当院、当施設を含む）及び略号を使用

しないでください。（当院→病院の規模がわかる記載にしてください。例：某中規模病院） 

 

抄録の文字数等の制限について 

演題名：全角４０文字 

抄録本文：全角８００～１１００文字 

総文字数：（演題名・発表者名・所属・抄録本文の合計）：全角１３００文字程度 

登録可能な最大発表者数（代表発表者+共同発表者）：計１５名 

登録可能な最大所属施設数：計７施設 

とさせていただきます。 

 

＊共同発表者が１５を超える場合および所属施設が７を超える場合は、本会事務局までご連

絡ください。 

 

 利益相反（COI）の開示について 

演題発表時には、利益相反の有無を開示してください。利益相反とは、研究の公正・中立性に疑問を感じさせ

る可能性のある利害関係を開示することで、金銭的(助成、寄付）、個人的関係(受託または共同研究など）を

公表することです。スライド例を以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
    演題発表に関連し、開示すべき利益相反関係 

にある企業などはありません。 
 

図 1 スライド例 利益相反がない場合 

歯科衛生士研究会 

利益相反開示 

筆頭発表者：〇〇 〇〇
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   演題発表に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業 

   

顧問：A薬品工業顧問：A薬品工業 

 講演料：B製薬、Cファーマ 

 委託研究・共同研究費：D製薬株式会社 

 奨学寄付金：B製薬、E薬品株式会 

 

図2 スライド例 利益相反がある場合 

 

歯科衛生士研究会 

利益相反開示 

筆頭発表者：〇〇 〇〇

 

利益相反申告書が「有」に該

当する項目をすべて記載す

る。 

（「無」の項目は記載不要） 

・項目番号は不要 

・企業・団体名を記入 

金額 載  


